
学生活動支援センターニュース｢かえるのうた｣

インターンシップ制度

学生スタッフ制度

ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクト２００９

・入学式運営補助（４月）

・ミニオープンキャンパス運営補助（６月）

・オープンキャンパス学科事業補助、運営補助（７月）

・第１回学内合同就職ガイダンス（７月）

・図書館司書業務（８月）

・夏季高校生講座（社会福祉コース）（８月）

・教員免許状更新講習（８月）

・シャッター倉庫整理業務（８月）

・大学広報用のビデオ撮影補助（８月～１０月）

～平成 21 年度前期の学生スタッフ活動～

～平成 21 年度採択プロジェクト（全６件）～

・共通教育科目「インターンシップ」受講生　８名

・課外インターンシップ生　１４名（学生活動支援センター経由でのインターンシップ）

・学内インターンシップ生　　４名（附属地域共生センターでの短期インターンシップ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計２６名）

～平成 21 年度前期のインターンシップ生～

≪Ａ部門≫採択数：５件

　・YPU TFT　PROJECT ～ To もに Fu れあい Tsu ながろう～

　・ぶちええじゃんブログ型山口マップ　韓国語版

　・La ferme de ceries ～県大ばたけ～

　・ピアサポーターによる『県大ライフサポートマップ』制作！！

　・“すきっちゃユズキチ”プロジェクト

≪Ｂ部門≫採択数：１件

　・県大生クリエイターの実績づくりをしよう！

　大学生活をより良くするために学生・院生が自分たちの力を発揮

する場として、平成１８年度から「ＹＰＵドリームアドベンチャー

プロジェクト」を実施しています。ＹＰＵドリームアドベンチャープ

ロジェクトとは、大学生活をさらに楽しく、豊かにするために、学

生（個人やグループ）が自主的に企画・運営する独創的で魅力的な

プロジェクトに対して大学が費用を補助することで、夢の実現を支

援する事業です。

　今年度は６件のプロジェクトが採択され、現在活動中です。１月

には成果報告会を行います。

　　　　　　　　　　今回僕は、大学広報用のビデオ撮影補助スタッ

　　　　　　　　　フをさせて頂きました。趣味として、写真を撮っ

　　　　　　　　　たり、大学祭でビデオを使ってＤＶＤにした経

験はありましたが、実際に「広報活動用」に素材としての動画を撮り、

編集するのは初めての経験でした。多くのテレビ局と同じ専用の動

画編集ソフトを使い、編集を行いましたが、ソフトの使い方は分かっ

ていても、「どこでどういった映像を使うとどのような印象を人に与

えるか」などといった、経験に基づかれたノウハウを今回のスタッ

フ活動を通じて学ばせていただきました。

   今回のスタッフ活動を通じてマスコミ、特にテレビにおける報道

のテクニックが学べ、「事実をどのように映像にしているか」につい

て、一歩下がった視点から冷静にテレビを観るようになりました。

　正課インターンシップ以外にも、学内インターンシップ、課外インターンシッ

プを奨励しています。学外関連団体とセンターが連携することにより、多くの学

生に対して実社会で実践的なトレーニングを行う場を提供するのが目的です。平

成２１年度前期は、２６名の学生がインターンシップを行いました。１０月１日

には成果報告会が開催されます。

　大学運営業務に学生が有償のスタッフとして参画することでミニ

社会体験をし、人間関係力を向上させることを目的とした活動です。

前期は多くの学生が、学生スタッフとして活動しました。

国際文化学部　国際文化学科４年
井原　正太郎
（大学広報用のビデオ撮影補助）

－３－

「YPU TFT　PROJECT
　　～ To もに Fu れあい Tsu ながろう～」

「La ferme de ceries ～県大ばたけ～」

6 月 30 日に、学内で全学生対象に現

代世界の食糧事情とＴＦＴとは何かに

ついての勉強会を開催しました。

体育館横に作った畑で、オクラやさ

つまいもを栽培しています。ペット

ボトルを利用したジョウロで、毎日

水やりをしています。


